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謹賀新年

問
　
学
長
就
任
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
学
長

を
目
指
し
て
お
い
で
で
す
か
。

波
多
野
　
私
は
、
学
生
と
、
教

職
員
と
、
夢
や
希
望
、
志
を
語

り
合
い
、
そ
れ
を
外
に
向
か
っ

て
発
信
で
き
る
学
長
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
理
想

を
掲
げ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
楽

し
く
努
力
を
続
け
る
場
で
す
。

大
学
が
現
実
社
会
に
埋
没
し
、

理
想
を
見
失
っ
た
ら
、
日
本
の

未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
も
う
少
し
説
明
し
て
下
さ

い
。

波
多
野
　
日
本
工
業
大
学
は
、

工
学
技
術
を
力
に
、ア
ジ
ア
で
、

そ
し
て
世
界
で
活
躍
で
き
る
、

現
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
大
学
で
す
。
学

生
諸
君
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で
困
難
な

問
題
に
遭
遇
し
た
時
、「
君
が

い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
感

謝
さ
れ
る
技
術
者
に
な
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

問
　「
近
頃
の
若
者
は
夢
が
な

い
」「
何
を
や
っ
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
人
が
多
い
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
い
か
が
お
考
え
で

す
か
。

波
多
野  

「
近
頃
の
若
者
は
…
」

と
言
う
言
葉
は
、
数
千
年
前
の

エ
ジ
プ
ト
の
遺
蹟
の
落
書
き
に

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
言
い
古

さ
れ
た
言
葉
で
す
。で
も
私
は
、

本
学
の
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
本

学
を
志
望
す
る
高
校
生
も
、
も

の
づ
く
り
に
か
け
る
夢
が
、
志

が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
夢
を
、
本
学
の
ユ
ニ
ー
ク
な

教
育
に
よ
っ
て
実
現
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の

た
め
の
教
育
改
革
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

問
　
教
育
と
言
え
ば
、
柳
澤
前

学
長
は
「
実
工
学
」
教
育
を
提

唱
さ
れ
ま
し
た
。

波
多
野
　「
実
工
学
」
は
、
本

学
の
理
想
、
目
指
す
べ
き
方
向

を
示
す
重
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
で

す
。
学
生
を
ど
の
よ
う
に
育

て
、
ど
の
よ
う
な
人
と
し
て
卒

業
し
て
欲
し
い
か
、
を
よ
く
示

す
言
葉
で
す
。
日
本
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
大
学
が
必
要

で
す
。
世
界
の
最
先
端
と
な
る

学
術
研
究
を
推
進
す
る
大
学
、

教
養
を
重
視
す
る
大
学
、
地
域

貢
献
に
重
き
を
置
く
大
学
。
多

様
な
目
標
を
掲
げ
る
大
学
の
中

で
、
本
学
の
立
ち
位
置
が
「
実

工
学
」
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
繰
り
返
し
の

よ
う
で
す
が
、
具
体
的
な
工
学

技
術
を
身
に
つ
け
、
知
と
技
、

心
と
腕
の
力
で
、
現
場
で
活
躍

で
き
る
技
術
者
を
育
て
る
の

が
、本
学
の
教
育
の
基
本
で
す
。

「
実
工
学
」
は
、
先
生
方
の
研

究
に
つ
い
て
も
意
識
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ

に
役
に
立
つ
よ
う
な
研
究
を
し

て
欲
し
い
、
基
礎
研
究
よ
り
応

用
研
究
を
、
な
ど
と
言
う
安
直

な
話
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
研
究
テ
ー
マ
を
、
研

究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
、
現

場
か
ら
発
掘
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
意
味
で
、

現
場
は
宝
の
山
で
す
。

問
　
来
年
度
に
は
、
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
と
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
第
1
期
生
が
卒
業

し
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
大

学
院
を
再
編
す
る
と
お
聞
き
し

ま
し
た
が
。

波
多
野
　
そ
の
通
り
で
す
。
本

学
は
、
2
0
0
1
年
に
I
S
O 

1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得
す

る
な
ど
、「
環
境
が
学
べ
る
大

学
」と
し
て
、社
会
的
に
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
エ
コ
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、
昨
年
度
は

私
立
大
学
部
門
の
第
一
位
、
今

年
度
も
二
位
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。「
環
境
」
を
学
科
名
に
掲

げ
る
2
学
科
は
、
工
学
の
視
点

か
ら
環
境
を
捉
え
直
す
、
本
学

の
志
の
証
で
す
。
大
学
院
再
編

に
あ
た
っ
て
も
、「
環
境
」
を
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
考
え
て
い

ま
す
。も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、

狭
い
専
門
領
域
に
と
ら
わ
れ

ず
、
広
い
視
野
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
全
体
を
見
通
す
技
術
者
を
育

て
る
こ
と
で
す
。
そ
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
P
B
L
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
ト
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
を
考
え
て
い
ま
す
。

指
導
教
員
ば
か
り
で
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
教
員
の
指
導
を

受
け
、
チ
ー
ム
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
成
功
に
導
く
体
験
的
学
習

で
す
。

問
　
厳
し
い
就
職
環
境
の
中
、

教
養
教
育
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

波
多
野
　
全
国
的
に
就
職
率
が

下
が
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
つ

ら
い
時
代
で
す
。
が
ん
ば
っ
て

い
る
の
に
就
職
が
決
ま
ら
な

い
学
生
を
見
る
の
は
つ
ら
い
で

す
。
で
も
、
本
学
に
は
他
大
学

に
は
な
い
、
大
き
な
特
色
が
あ

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
卒
業
生

は
、
自
分
の
専
門
を
生
か
し
た

就
職
先
を
み
つ
け
て
い
ま
す
。

会
社
の
規
模
よ
り
も
、
本
学
で

身
に
つ
け
た
専
門
的
な
能
力
が

生
き
る
就
職
先
を
み
つ
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
し
、
学
生
も

そ
の
よ
う
に
自
覚
し
て
い
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
専
門
性
を
重

視
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
も
充
実

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
加
え
て
、

幅
広
い
視
点
か
ら
世
界
を
見
つ

め
る
、
豊
か
な
教
養
と
英
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
不
可
欠
で
す
。
英
語
教
育

に
つ
い
て
は
、
改
革
が
実
を
結

び
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
教
養
教
育
に
つ
い
て
も
、
よ

り
充
実
す
る
よ
う
、
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
　
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

波
多
野
　
教
育
は
、
教
員
の
力

だ
け
で
う
ま
く
行
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
教
員
と
職
員
、

さ
ら
に
学
生
が
一
緒
に
作
り
上

げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
教
育

は
教
室
や
実
験
室
だ
け
で
行
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
物
心
両
面
に
渡
る
す
べ
て

の
条
件
が
整
っ
て
実
現
で
き
る

の
で
す
。
事
務
職
員
の
皆
さ
ん

も
、
大
学
の
理
想
に
向
け
て
と

も
に
努
力
す
る
チ
ー
ム
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
事
務
職
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
も
っ
と
前
へ
出
て
欲
し

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
　
最
後
に
学
外
へ
向
け
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
下
さ
い
。

波
多
野
　
本
学
は
、
自
分
の
こ

と
を
自
慢
す
る
の
が
下
手
な
大

学
で
す
。
本
学
を
お
訪
ね
下

さ
っ
た
多
く
の
方
が
、「
こ
ん

な
良
い
大
学
な
の
に
、
何
で

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
ん
だ

ろ
う
」
と
言
っ
て
帰
ら
れ
ま

す
。
そ
の
通
り
な
の
で
す
。
教

員
は
、
社
会
的
貢
献
度
の
高
い

優
れ
た
研
究
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
学
生
も
本
気
で
も
の

づ
く
り
を
楽
し
ん
で
お
り
、
学

生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
や
鳥
人
間
コ

ン
テ
ス
ト
で
の
活
躍
が
楽
し
み

で
す
。
学
外
の
方
も
、
気
楽
に

日
本
工
業
大
学
を
訪
ね
て
下
さ

い
。
本
学
の
魅
力
を
実
感
し
、

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　

12
月
20
日
（
火
）、
波
多
野
純
教
授
（
工
学
部
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
が
学
長
に
就
任
し
た
。
柳

澤
章
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
11
月
24
日
（
木
）
の
理
事
会
に
お
い
て
就
任
を
決
定
し
た
。
任
期

は
平
成
23
年
12
月
20
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
19
日
ま
で
の
4
年
間
。
新
学
長
の
学
界
及
び
社
会
に
お

け
る
活
動
と
し
て
は
、
埼
玉
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
さ
い
た
ま
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、

東
京
都
板
橋
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
建
築
史
学
会
常
任
委
員
な
ど
が
あ
る
。
主
た
る
業
績
は
、

長
崎
出
島
・
佐
賀
城
本
丸
御
殿
・
足
利
学
校
な
ど
歴
史
的
な
建
築
と
町
並
み
の
保
存
・
修
復
・
復
原
、

江
戸
の
都
市
空
間
の
研
究
等
で
あ
り
、
長
年
、
建
築
分
野
に
お
け
る
教
育
・
研
究
に
貢
献
し
て
き
た
。

■
波
多
野
　
純（
は
た
の
　
じ
ゅ
ん
）プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
21
年
12
月
3
日
生
・
65
歳

昭
和
45
年
3
月 

東
京
工
業
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

昭
和
45
年
4
月 

日
本
工
業
大
学
助
手

平
成
元
年
12
月 

工
学
博
士（
東
京
工
業
大
学
）

平
成
3
年
4
月 

日
本
工
業
大
学
教
授（
現
在
に
至
る
）

平
成
22
年
4
月 

日
本
工
業
大
学
教
務
部
長

平
成
22
年
5
月 

日
本
工
業
大
学
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長（
現
在
に
至
る
）

12
月
20
日

新
学
長
に
波
多
野
純
教
授
が
就
任
任
期
は
平
成
27
年
12
月
19
日
ま
で
の
4
年
間

新
学
長
に
聞
く 
現
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
大
学
へ
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① 一年次の学費半額免除！入学手続き締切日は3/13（火）まで。［特別奨学生入試 第2期　他大学との併願可］　
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年
頭
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ

ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
安

全
と
、
1
日
も
早
い
復
興
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
学
園
は
今
年
創
立
1
0
5
周
年
（
大
学
創
立
45
年
）
を
迎
え
ま

す
。
つ
い
先
日
、
創
立
1
0
0
周
年
の
式
典
を
し
た
ば
か
り
と
振
返
る
暇

も
な
く
時
は
進
ん
で
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。
学
園
第
2
世

紀
（
大
学
50
周
年
）
に
相
応
し
い
教
育
基
盤
の
構
築
と
環
境
整
備
へ
の
取

組
み
を
不
断
な
く
継
続
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
大
学
で
は
、
昨
年
12
月
に
2
期
8
年
間
の
任
期
を
満
了
し
た
柳
澤
学
長

に
代
わ
り
、
波
多
野
新
学
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
こ
の
8
年
間
に
お
け
る

前
学
長
の
精
力
的
な
活
動
に
よ
り
、
私
学
を
取
巻
く
環
境
変
化
に
柔
軟
に

対
応
で
き
て
い
る
と
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
学
長
に
対
し
て
は
知
見
と
経
験
に
よ
り
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
50
周
年
に

向
け
て
の
夢
を
具
現
化
す
べ
く
計
画
の
策
定
・
実
行
へ
と
教
職
員
の
結
束

を
強
め
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
と
し
て
、
3
年
前
に
2
学
科
新
設
・
改
組
し
ま

し
た
が
、
本
年
4
月
に
完
成
と
な
り
ま
す
。
新
学
科
に
は
合
計
で
4
0
0

名
の
学
生
が
揃
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
見
合
う
教
育
施
設
と
設
備
充
実

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
年
は
新
設
学
科
の
1
つ
で
あ
る
生
活
環
境
デ
ザ
イ

ン
学
科
専
用
の
教
学
棟
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
学
生
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
利
便
性
向
上
策
と
し
て
、
昨
年
は
東
武
動
物
公
園

駅
及
び
新
白
岡
駅
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
で
近
隣
他
大
学
と
の
差
別
化
効
果
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
施
策
と
し
て
、
工
業
技
術
博
物
館
屋
上

へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
中
で
あ
り
ま
す
。
全
学
で
5
2
3
㌗

の
発
電
量
を
記
録
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
地
道
に
取
組
ん
で
い
る
成

果
が
着
実
に
伸
展
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
、
駒
場
に
あ
る
付
属
中
学
校
・
高
等
学
校
で
も
校
名
変
更
か
ら
5

年
目
を
迎
え
ま
す
。
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の
編
成
が
2
サ
イ
ク
ル
目

に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
生
徒
数
も
増
加
傾
向
が
顕
著
に
表
れ
て

お
り
（
女
子
生
徒
も
増
加
中
）、
学
園
第
2
世
紀
の
基
盤
作
り
に
邁
進
し
て

い
ま
す
。

　
世
界
中
の
政
治
・
経
済
動
向
を
見
聞
き
す
る
た
び
に
、
そ
の
閉
塞
感
に

対
し
て
憂
鬱
な
気
分
に
な
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
我

が
学
園
の
歩
み
を
更
に
進
め
る
た
め
、
全
学
園
の
教
職
員
が
強
い
連
帯
感

を
醸
成
し
て
持
て
る
力
を
大
い
に
発
揮
し
て
今
年
1
年
を
明
る
い
年
に
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年頭所感

大学50周年への夢

理事長
大川 陽康

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程　
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを
社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

■平成24年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月6日（月）〜2月14日（火） 2月22日（水） 書類選考・面接 3月2日（金） 3月12日（月）
願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL0480-33-7507（直通）

日本工業大学　専門職大学院（大学院技術経営研究科技術経営専攻）
中小企業技術経営コース／プロジェクトマネジメントコース／新事業創造・起業コース

働きながら学べる専門職大学院　第 8期生　募集！
■平成24年度　専門職大学院　入試日程

出願期間 試験日 合格発表 入学手続締切
第3回募集 12月19日（月）〜1月10日（火） 1月15日（日） 1月18日（水） 1月28日（土）
第4回募集 2月13日（月）〜2月20日（月） 2月26日（日） 2月29日（水） 3月10日（土）

願書のご請求およびお問い合せ先：
〒101-0051東京都千代田区神田神保町2-5　日本工業大学　専門職大学院
TEL：03-3511-7591 FAX：03-3511-7594

新学長
波多野 純



日 本 工 業 大 学 通 信（2） 平成24年1月1日発行 第174号

■ ISO-11年度 環境目標の達成状況／2010年10月～2011年9月 （検証）〇：達成、×：未達成
No. 監視・測定項目 進捗状況・実施記録（ISO-11のまとめ） 検証

（達成率等）
推進担当者
（記載者）

①
持続的発展が可能な社の実現
を担う人材を育成するための
環境教育プログラムの策定

・環境と区別講演会の企画・実施
・「環境化学ラボ」を用いた全学教育の検討 ○ 環境教育

検討部会

②
持続的発展が可能な社会の実
現に資する人材・高級化学技
術者の育成

・環境コア科目「環境と工学・工業社会」講義を実施、次年度コア科目の内容検討
・自由科目「環境化学実験」の設置、実施。次年度環境系2科目設置
  （「環境化学基礎実験」、「環境化学応用実験」）
・春学期環境コア科目「地球環境と人間社会」講義を実施。
・秋学期環境コア科目「環境と工学・工業社会」の打合せ、開講。 
・新規環境科目「環境化学基礎実験」の実施。

○ 環境教育
検討部会

③ 体験的環境教育の推進 エコ・ミュージアムの推進の継続 ○ 環境教育
検討部会

④ 環境に関する研究の推進 ・H22年度環境分野研究助成金　研究機関終了
・H23年度環境分野研究助成金 公募・採択（5件） ○ 環境教育

検討部会

⑤
環境コミュニケーションの推
進（環境関連情報の発信拠点
としての役割と環境マインド
の醸成）

・新規・エコミュージアムの登録
・エコ大学ランキング私立大学第１位を受賞　受賞式・フォーラムへ参加
・エコプロダクツ2010への出展　・環境特別講演会
・エコロジープレスWEB発行・学内報への環境情報提示
・第69回関東地区電気使用合理化委員会委員長表彰「最優秀賞」を受賞
・埼玉県電力協会「電気使用合理化推進者表彰」を受賞

○ 環境推進
事務局

⑥
持続的発展が可能な社会の構
築にむけた社会・地域との連
携、行動の推進

・宮代町「キッズエコサミット」参加
・「エコキャンパスランキング」受賞への対応
  （・エコキャンパスフォーラム参加　・環境への取組記事寄稿）
・学内環境施設見学、取材対応（51名）

○ 環境教育
検討部会

⑦
環境教育
（学生環境推進委員会への支
援とコミュニケーション）

2010/11/04　エコ大学ランキングで表彰に伴い、11/20のエコキャンパスフォーラム2010に
参加（学生環境推進委員会数名がフォーラムへ参加）
2011/01/14　第7回EMS推進協議会が開催
5月　学生環境推進委員会へ14名の部員加入
学生環境推進委員会にて、エコプロダクツ2011へ出展、学生版環境報告書の作成等の意見交換実
施（ISO-12にて発行予定）

○
学生環境
推進連携
部会

⑧ 電力使用量の削減 基準値（H17-19年度平均）　達成率17.0％削減 ○ 施設環境
管理課

⑨ ガス使用量の削減 基準値（H17-19年度平均）　達成率20.4％削減 ○ 施設環境
管理課

⑩ 上水使用量の削減 目標値（前年実績1％減）　達成率21.4％削減 ○ 施設環境
管理課

⑪ 紙使用量の削減 目標値（前年実績1％減）　達成率5.4％増加 × 環境推進
事務局

⑫ 廃棄物の削減・適正管理 目標値（前年実績1％減）　達成率8.4％削減 ○ 環境推進
事務局

⑬ 緑地整備・保全
学友門周辺の緑地整備を実施
年間計画に基き、落ち葉清掃、芝生の管理等実施
旧図書館解体に伴う、樹木等の移植実施

○ 施設環境
管理課

⑭
グリーン調達の積極的な推進
㈱NITクリエイトから購入す
る事務用品についてグリーン
調達率65％以上

たのめーる調達
金額：調達率41.77％　個数：調達率50.24％
財務部　複写機、プリンタの調達率
複写機：4台購入中G商品4台　100％　プリンター：97台購入中G商品97台　100％

○
財務部
NITクリエイト
環境推進
事務局

⑮
安全・環境安全な化学物質の
使用・保有管理及び化学廃棄
物の保有・排出管理へ向けて
の改良

H22.9末の各研究室の保管量データまとめをおこない、影響評価実施
H23.3末の各研究室の保管量調査未実施
部会開催：4月4日、4月28日、6月13日計3回
講習会開催：6月9日高圧ガス講習会、参加者71名
化学物質保有調査：3月末、9月末実施

○
化学物質
管理検討
部会

⑯ 教育・研究施設等の効率的・
効果的活用及び管理・運営

11/30（共通系・事務系・外構）の施設使用状況実地調査を実施（安全面を含めて）
7月15日機械工学系部門（機械工学科、ものづくり環境学科）
施設使用状況実地調査を実施

○ 環境管理
責任者

⑰ 労働安全衛生法に基づく安全
衛生の向上

防災計画の見直し作成
11/30（共通系・事務系・外構）の施設使用状況実地調査を実施（安全面を含めて）
防火防災計画の届出（7月26日）
7月15日施設使用状況調査実施

○ 環境管理
責任者

【
ピ
ザ
リ
ア
ト
レ
ビ
改
修
】

　
昨
年
8
月
に
着
工
し
た
ピ
ザ

リ
ア
ト
レ
ビ
（
15
号
館
）
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
が
完
成
し
、

10
月
22
日
（
土
）
に
フ
ル
オ
ー

プ
ン
を
向
か
え
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
平
成
23
年
度

日
本
工
業
大
学
後
援
会
特
別
事

業
と
し
て
、
屋
外
デ
ッ
キ
上
に

テ
ン
ト
屋
根
を
設
置
し
、
混
雑

緩
和
の
た
め
に
増
席（
50
席
増
）

を
行
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
厨

房
・
ホ
ー
ル
・
什
器
類
を
16
年

ぶ
り
に
改
装
、
ま
た
、
空
調
機

を
高
効
率
機
器
へ
と
更
新
、
照

明
器
具
の
全
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

て
、
改
修
前
の
電
力
を
約
20
％

削
減
。
さ
ら
に
人
へ
の
優
し
さ

を
考
慮
し
て
入
口
に
は
ス
ロ
ー

プ
を
新
設
し
て
い
る
。

　
明
る
く
改
装
さ
れ
た
厨
房
内

か
ら
提
供
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
は

一
新
さ
れ
る
と
と
も
に
、
色
鮮

や
か
に
改
装
さ
れ
た
ホ
ー
ル
や

什
器
類
と
あ
い
ま
っ
て
、
ま
さ

に「
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
」

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
学
生
の
憩

い
の
場
と
な
っ
た
。

【
中
庭
改
修
】

　
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
（
旧
図
書

館
跡
地
）
の
中
庭
仮
整
備
工
事

が
11
月
末
に
完
成
し
た
。
こ
れ

は
、
大
学
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
平
成
29
年
度
ま
で
の
仮
使
用

を
前
提
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
本
館
か
ら
18
号
館
・
Ｌ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
へ
と
続
く
歩
道
の
先

に
あ
る
池
に
架
橋
工
事
な
ど
を

行
い
、
学
生
の
動
線
を
確
保
で

き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
小
高
い
ス
テ
ー
ジ
上
に

は
、
学
生
が
憩
え
る
広
場
を
設

け
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
利
用

が
可
能
な
も
の
と
し
て
い
る
。

今
後
の
本
工
事
計
画
に
つ
い
て

は
、
先
の
日
工
大
通
信
1
7
3

号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
改
修

　
10
月
26
日
（
水
）、
第
3
回

エ
コ
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
本
学
は
昨
年
度
の

私
立
大
学
部
門
ラ
ン
キ
ン
グ
第

1
位
の
受
賞
に
続
き
、
第
2
位

を
受
賞
。
国
公
立
大
学
を
含
め

た
総
合
順
位
で
は
、
以
下
の
通

り
と
な
っ
た

第
1
位
：
名
古
屋
大
学

第
2
位
：
岩
手
大
学

第
3
位
：
郡
山
女
子
大
学
・
同

短
期
大
学

第
4
位
：
日
本
工
業
大
学

　
こ
れ
は
、
若
者
の
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
「
エ
コ
・
リ
ー
グ
（
全
国
青

年
環
境
連
盟
）」
に
よ
る
、
全

国
7
4
4
大
学
法
人
（
有
効
回

答
1
6
7
校
）
を
対
象
に
、
地

球
環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ラ
ン
キ
ン
グ
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
か

ら
い
く
つ
か
の
部
門
に
よ
る
順

位
も
公
表
さ
れ
、
本
学
は
、
昨

夏
の
電
力
需
給
逼
迫
の
中
で
進

め
た
、
照
明
や
空
調
な
ど
で
の

省
エ
ネ
・
環
境
対
策
の
実
施
状

況
を
高
く
評
価
さ
れ
、【
環
境

対
策
実
施
状
況
】
で
、
東
京
大

学
、
千
葉
大
学
に
続
き
、
第
3

位
を
受
賞
。
さ
ら
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を

評
価
す
る
【
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
率
】
で
も
、
第
2
位
を
受

賞
し
た
。
こ
の
部
門
で
、
第
一

位
表
彰
の
東
北
公
益
文
化
大
学

の
太
陽
光
発
電
能
力
は
2
5
0

㌗
で
、
本
学
は
、
大
学
の
中
で

最
大
と
な
る
発
電
能
力
4
6
3

㌗
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
使

用
電
力
量
に
対
す
る
発
電
量
比

率
が
１
位
校
は
25
％
と
高
い
こ

と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。（
本

学
の
太
陽
光
発
電
量
比
率
は
約

6
％
）

　
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
表
彰
に
よ

り
、
本
学
が
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
環
境

推
進
活
動
や
省
エ
ネ
へ
の
取
組

み
、
そ
し
て
、
学
生
が
自
主
的

に
行
う
環
境
活
動
な
ど
が
、
第

三
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ

る
。
　

　
本
学
は
、
こ
の
連
続
上
位
入

賞
を
環
境
推
進
活
動
の
成
果
と

受
け
止
め
、
次
年
度
も
予
想
さ

れ
る
夏
期
の
使
用
電
力
需
給
抑

制
や
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
排
出

ガ
ス
条
例
な
ど
の
課
題
に
、
さ

ら
に
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

省エネを象徴する正門ＬＥＤ外灯

　
平
成
23
年
度
の
《
私
立
大
学

等
研
究
設
備
整
備
費
等
補
助

金
》
の
交
付
内
定
が
あ
っ
た
。

　《
教
育
基
盤
設
備
》
で
は
、

学
生
が
自
ら
有
害
物
質
の
測
定

を
行
う
た
め
の
「
環
境
教
育
の

た
め
の
蛍
光
Ｘ
線
に
よ
る
微
量

元
素
分
析
設
備
」
と
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
散
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置

の
整
備
」、金
属
材
料
の
引
張
強

度
を
測
定
す
る
「
1
0
0
ｋ
Ｎ

オ
ー
ト
グ
ラ
フ
」
が
採
択
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
《
研
究
設
備
》
と
し
て
、

エ
ン
ジ
ン
の
排
気
ガ
ス
浄
化
研

究
に
欠
か
せ
な
い
「
燃
焼
反
応

解
析
装
置
」
が
採
択
さ
れ
た
。

さ
ら
に
本
年
は
「
工
業
技
術
博

物
館
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
事
業
」
も
《
エ
コ
キ
ャ
ン
パ

ス
推
進
事
業
》
と
し
て
補
助
金

の
交
付
内
定
を
受
け
て
い
る
。

　
加
え
て
本
年
度
は
東
日
本
大

震
災
の
影
響
か
ら
《
私
立
学
校

建
物
其
他
災
害
復
旧
費
補
助

金
》
か
ら
も
交
付
内
定
を
受
け

て
い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
11
年
度
に
お
け
る

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
は
、

教
職
員
・
学
内
関
連
会
社
・
学

生
の
協
力
を
得
て
、
環
境
目
標

17
項
目
中
16
項
目
で
目
標
を
達

成
し
て
い
る
。（
表
参
照
）
特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
は
大
震

災
に
よ
る
電
力
使
用
制
限
と
い

う
特
殊
要
因
も
あ
り
、
目
標
を

大
き
く
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
球
規
模
で
の
取
組

み
が
必
須
に
な
っ
て
い
る
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
は
、
本
学
の
環

境
推
進
委
員
会
を
中
心
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
元
管
理
を
行
い
、

具
体
的
な
対
策
を
立
案
し
、
実

施
し
た
。

　
以
下
に
、
平
成
22
年
10
月
か

ら
平
成
23
年
9
月
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐

11
年
度
）の
活
動
を
紹
介
す
る
。

■
省
エ
ネ

　
照
明
器
具
の
電
源
解
線
や
ス

イ
ッ
チ
の
使
用
制
限
に
よ
り
各

部
屋
の
照
明
電
力
の
30
％
削
減

を
目
標
に
実
施
し
た
。（
教
室

を
除
く
）
ま
た
、
外
灯
も
安
全

や
防
犯
を
考
慮
し
つ
つ
点
灯
場

所
の
見
直
し
に
よ
り
削
減
を
実

施
し
た
。

　
空
調
は
中
間
期
の
完
全
停
止

と
外
気
温
度
に
よ
る
運
転
制
御

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
夏
場
の

使
用
電
力
ピ
ー
ク
対
策
と
し
て

棟
別
に
輪
番
空
調
停
止
を
行
い

（
2
h
／
日
）
法
基
準
で
あ
る

契
約
電
力
の
15
％
削
減
を
達
成

し
た
。こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
、

電
力
使
用
制
限
が
緩
和
さ
れ
た

9
月
9
日
以
降
も
9
月
末
ま
で

継
続
し
て
実
施
し
た
。

■
環
境
分
野
研
究
奨
励
助
成
金

制
度
に
よ
る
研
究
の
推
進
、
実

践①
大
学
構
内
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
、
太
陽
光

発
電
学
習
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開

発
（
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
准

教
授
　
石
田
武
志
）

②
燃
料
電
池
を
動
力
源
と
す
る

ト
ラ
イ
ク
車
両
の
開
発
と
製
作

（
機
械
工
学
科
助
教
　
岡
崎
昭

仁
）

③
芋
洗
い
機
を
用
い
た
小
型
水

力
発
電
装
置
の
開
発
（
機
械
工

学
科
講
師
　
増
本
憲
泰
）

④
Ａ
ｇ
イ
オ
ン
を
用
い
た
水
溶

性
加
工
液
の
腐
敗
抑
制
に
関
す

る
研
究
（
機
械
工
学
科
准
教
授

　
二
ノ
宮
進
一
）

⑤
小
型
環
境
計
測
装
置
の
開
発

（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
准
教

授
　
櫛
橋
康
博
）

■
環
境
特
別
講
演
会

　
第
2
回
エ
コ
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
の
私
立
大
学
部
門
第
1
位

を
記
念
し
て
企
画
し
た
特
別
講

演
「
太
陽
電
池
の
現
状
と
今
後

の
展
望
」
を
開
催
し
た
。
講
師

に
は
、
本
学
専
門
職
大
学
院
客

員
教
授
（
三
洋
電
機
株
式
会
社

ソ
ー
ラ
ー
事
業
部
ソ
ー
ラ
ー
エ

ナ
ジ
ー
研
究
所
先
進
太
陽
光
発

電
開
発
セ
ン
タ
ー
長
）
の
井
関

正
博
氏
を
招
い
た
。

■
学
生
環
境
推
進
委
員
会
の
活

動①
学
園
祭
へ
の
出
展

（
平
成
22
年
11
月
5
日
〜
7
日
）

自
転
車
に
よ
る
発
電
体
験
や
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
解
説
な
ど

②
通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

実
施

（
平
成
22
年
11
月
13
日
）
学
生

61
名
、
教
職
員
3
名
、
宮
代
町

民
19
名
参
加

③
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
開
催

（
平
成
23
年
4
月
2
日
〜
3
日
）

卒
業
生
の
不
要
に
な
っ
た
家
具

や
家
電
を
回
収
し
、
新
入
生
に

譲
渡

④
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｏ
笠
原
碩
昭
講
師
に

よ
る
内
部
環
境
監
査
員
養
成
研

修
開
催

（
平
成
23
年
9
月
5
日
〜
6
日
）

学
生
14
名
参
加

ア
イ
デ
ア
を
広
く
募
集
す
る
予

定
で
あ
る
。

【
Ｗ
2
棟
新
築
工
事
】

　
平
成
24
年
10
月
竣
工
予
定
の

「
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
実

験
研
究
棟
」
新
築
工
事
に
つ
い

て
は
、
次
号
で
紹
介
を
行
う
。

明るいイメージに改装されたピザリアトレビ
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　12/15～12/17の3日間、東京ビッ
クサイトで行われた「エコプロダク
ツ2011」へ、本学は昨年に続き2回目
の出展をした。
　今回は「ものづくり環境学科」「学
生環境推進委員会」の活動を中心と
した研究事例・学生の環境への取組
み、学生作成の「第1号環境報告書」に
よる委員会活動を紹介した。

来場者に説明をする学生

❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇

　
専
門
職
大
学
院
で
は
秋
も

真
っ
盛
り
と
な
る
10
月
か
ら
11

月
に
か
け
「
中
小
企
業
技
術
経

営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
「
Ｍ
Ｏ

Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
毎
年
開
催
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
催
し
は
、

現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
知
見
・
経
験
の
豊

富
な
有
識
者
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
、
講
演
者
の
意
見
と
提
言

を
広
く
社
会
に
伝
え
る
と
同
時

に
、
日
本
工
業
大
学
専
門
職
大

学
院
及
び
技
術
経
営（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）

と
い
う
専
攻
分
野
が
、
教
育
活

動
を
通
し
て
日
本
の
中
小
企
業

経
営
や
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成
に
、

い
か
に
貢
献
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
社
会
に
発
信
す
る
広
報
も

兼
ね
て
い
る
。

　
三
回
目
と
な
る
今
年
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
日
本

の
底
力
・
中
小
企
業
の
経
営
戦

略
：
震
災
を
乗
り
越
え
、
迫
り

来
る
第
2
の
世
界
経
済
危
機
に

備
え
て
」
と
題
し
、
10
月
15

日
（
土
）
に
神
田
の
学
士
会
館

で
日
刊
工
業
新
聞
社
の
協
賛
を

う
け
開
催
し
た
。
申
込
者
は

2
2
0
名
を
超
え
注
目
度
の
高

さ
を
感
じ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
今
ま
で
の
常
識
を

覆
す
よ
う
な
日
本
で
発
生
し
て

い
る
構
造
転
換
に
お
い
て
、
日

本
企
業
の
優
位
を
支
え
た
中
小

企
業
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
の

か
に
つ
い
て
、
技
術
の
視
点
、

投
資
育
成
者
の
視
点
、
当
事
者

の
視
点
な
ど
を
交
え
な
が
ら
俯

瞰
し
、
新
し
い
時
代
に
対
応
す

る
中
小
企
業
の
目
指
す
道
を

探
っ
た
。

　
ま
た
今
年
で
二
回
目
と
な
る

セ
ミ
ナ
ー
は
、
専
門
職
大
学
院

が
教
育
活
動
の
対
象
と
す
る
三

つ
の
分
野
に
的
を
絞
り
、
11
月

5
日
（
土
）、
12
日
（
土
）、
19

日
（
土
）
の
三
日
に
わ
た
り
各

分
野
を
担
当
し
て
い
る
専
任
教

員
を
中
心
に
計
画
を
立
て
実
施

し
た
。

　
11
月
5
日
（
土
）
は
製

造
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

「
4
0
0
年
企
業
に
学
ぶ
、
中

堅
・
中
小
企
業
の
行
動
指
針
と

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
：
徳
川
吉
宗

が
絶
賛
し
た
酒
屋
、
豊
島
屋
本

店（
1
5
9
6
年
創
業
）が
守
り

続
け
た
も
の
と
変
え
た
も
の
」

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

と
題
し
、
豊
島
屋
社
長
の
吉
村

俊
之
氏
を
迎
え
、
老
舗
の
知
恵

を
参
考
に
中
堅
・
中
小
企
業
の

経
営
者
・
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
指

針
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
導
き

だ
し
た
。
11
月
12
日
（
土
）
は

I
T
サ
ー
ビ
ス
企
業
向
け
と
し

て
、「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
経
営
に
活
か

す
」
と
題
し
、
技
術
価
値
と
企

業
価
値
を
有
機
的
に
結
び
つ
け

る
こ
と
を
目
指
す
経
営
手
法
で

あ
る
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
）
の

I
T
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
お
け
る

価
値
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

し
、
I
T
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
経

営
改
革
の
た
め
の
指
針
、
方
策

を
考
察
し
た
。
11
月
19
日（
土
）

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
向
け
と
し
て
、「
リ
ス
ク
の

時
代
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
を
さ
が

せ
」
と
題
し
、
昨
今
の
困
難
と

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
、

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

チ
ャ
ン
ス
を
発
掘
・
展
開
し
て

い
く
幾
つ
か
の
ヒ
ン
ト
を
提
供

し
た
。

専
門
職
大
学
院
の
秋
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・
セ
ミ
ナ
ー
の
季
節

キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ピ
ザ
リ
ア
ト
レ
ビ
、中
庭
を
改
修

第
３
回
エ
コ
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

私
大
部
門
２
位
、
全
国
総
合
４
位
を
獲
得

昨
年
度
の
私
大
部
門
１
位
に
続
き
、
今
年
度
も
総
合
的
に
高
い
評
価

平
成
23
年
度

補
助
金
申
請
採
択

Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
11
年
度 

環
境
目
標
達
成
状
況

Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
11
年
度 

環
境
目
標
達
成
状
況

10年10月
〜

11年9月

エコプロダクツ2011に出展
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上段：若杉祭で行われた多彩なイベント　下段：ホームカミングデーの参加者（左）、建築設計競技表彰式（右）

　
10
月
よ
り
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
高
校
を
対
象
に
、

中
古
パ
ソ
コ
ン
の
無
償
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
古

パ
ソ
コ
ン
は
、
ク
ボ
タ
シ
ス
テ

ム
等
の
企
業
で
リ
ー
ス
ア
ッ
プ

し
た
パ
ソ
コ
ン
を
本
学
が
譲
り

受
け
た
も
の
で
、
希
望
す
る
高

校
を
募
り
、
送
料
負
担
の
う
え

発
送
し
て
い
る
。

　
今
回
の
支
援
は
機
械
工
学
科

の
長
坂
保
美
教
授
に
よ
る
発
案

で
、
本
学
が
主
催
す
る
高
校
生

を
対
象
と
し
た
「
３
Ｄ-

Ｃ
Ａ
Ｄ

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
参
加
校
が
今
回
の
震

災
で
学
習
環
境
を
失
っ
た
こ
と

を
受
け
、
少
し
で
も
手
助
け
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
と
い

う
思
い
で
協
力
企
業
に
呼
び
か

け
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
こ

れ
ら
の
中
古
パ
ソ
コ
ン
は
、
学

第43回若杉祭開催報告
11/5にホームカミングデー、11/6に建築設計競技表彰式も開催

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
３

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が

イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
状
態
で

発
送
さ
れ
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
現
地
で
の
設
置
作
業
も
行

う
。
被
災
地
域
の
高
校
に
お
け

る
学
習
環
境
復
旧
と
と
も
に
、

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
修
得
を
通
じ

た
「
も
の
づ
く
り
」
へ
の
興
味

喚
起
を
目
指
し
、
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　
高
校
の
被
災
お
よ
び
復
旧
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
分
散
し
て

授
業
を
行
っ
て
い
た
り
、
仮
校

舎
が
完
成
し
て
も
、
実
習
ス
ペ

ー
ス
ま
で
は
確
保
さ
れ
な
い
な

ど
、
パ
ソ
コ
ン
を
希
望
し
て
い

て
も
な
か
な
か
設
置
に
至
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
が
、
表

の
通
り
、
順
次
設
置
が
進
み
、

早
速
、
高
校
で
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
実
習

等
に
活
用
さ
れ
、
喜
ば
れ
て
い

る
。

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が

1
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）の

両
日
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、

本
学
は
、今
年
度
の
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
の
試
験
会
場

（
隔
年
開
催
）と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
本
学
で
は
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
得
点
を

合
否
判
定
に
利
用
す
る
セ
ン

タ
ー
利
用
入
試
を
1
面
左
下

の
表
の
日
程
で
実
施
す
る
。

成
績
優
秀
者
に
は
、入
試
奨
学

金
20
万
円
が
給
付
さ
れ
る
。

募
集
要
項
入
手
希
望
者
は
、

入
試
室（
0
4
8
0

-

3
3

-

7
6
7
6
）ま
で
。

　
栃
木
市
教
育
委
員
会
と
本
学

が
連
携
し
2
つ
の
催
し
を
実

施
、
講
師
を
派
遣
す
る
一
方
、

小
学
生
を
本
学
に
招
き
科
学
教

室
を
開
催
し
た
。
こ
の
事
業
は

機
械
工
学
科
有
賀
教
授
が
平
成

21
年
度
に
提
唱
し
、
3
度
目
と

な
る
。

　「
発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

栃
木
市
と
そ
の
周
辺
市
民
を
対

象
と
す
る
教
養
講
座
で
毎
回
主

題
を
設
け
る
。
今
回
は
、
身
近

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
考
え
る
。
学
内
の

幅
広
い
分
野
の
教
授
陣
に
依
頼

し
6
テ
ー
マ
を
提
案
、
4
テ
ー

マ
の
実
施
に
な
っ
た
。
セ
ミ

ナ
ー
は
11
月
19
日
か
ら
毎
週
土

曜
日
、
栃
木
市
公
民
館
に
お
い

て
4
回
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ

れ
た
。

　
話
題
は
、
現
代
生
活
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
考
え

る
「
環
境
と
工
学
、
八
木
田
浩

史
教
授
」
に
始
ま
り
、
太
陽
電

池
、
風
力
発
電
の
歴
史
と
仕
組

み
と
こ
れ
か
ら
の
期
待
を
考
え

る「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
、

森
田
　
登
教
授
」
と
続
く
。
つ

い
で
、
今
最
大
の
関
心
事
節
電

を
考
え
る
「
電
気
の
お
値
段
―

あ
な
た
の
携
帯
電
話
の
1
年
間

の
電
気
代
は
い
く
ら
？
―
、
吉

田
　
清
准
教
授
」、
快
適
な
生

活
を
創
り
出
し
て
省
エ
ネ
を
実

現
す
る
熱
的
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

住
宅
を
考
え
る
「
住
ま
い
の
空

調
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
住
宅
性

能
、
成
田
健
一
教
授
」
と
講
座

が
展
開
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
向
け
科
学
教

室
「
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

i
n
日
本
工
業
大
学
」
は
、
11

月
19
日
に
栃
木
市
在
住
の
小
学

生
20
名
が
保
護
者
と
と
も
に
来

学
し
、
工
作
、
見
学
、
科
学
体

験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
日

を
過
ご
し
た
。
こ
の
科
学
教
室

も
評
判
が
良
い
。
今
年
の
工
作

は
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
櫛
橋

康
博
准
教
授
指
導
の
「
受
動
歩

行
す
る
ウ
サ
ギ
を
作
ろ
う
」
に

挑
戦
。
こ
の
紙
ロ
ボ
ッ
ト
は
振

り
子
の
動
き
を
利
用
す
る
関
節

を
持
つ
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
の
は
さ
み
使
い
に
よ
り
動

き
に
個
性
が
出
る
。
自
分
が

作
っ
た
ウ
サ
ギ
ロ
ボ
ッ
ト
が
ス

ロ
ー
プ
を
下
る
ま
で
の
勘
所
の

調
整
が
子
ど
も
た
ち
の
心
を
捉

え
会
場
は
大
い
に
沸
い
た
。

　
午
後
は
、
工
業
技
術
博
物
館

の
見
学
、
解
説
は
平
柳
恵
作
助

手
が
担
当
。
折
り
し
も
恒
例
の

特
別
展
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
メ

カ
ニ
ズ
ム
」
が
開
催
中
で
、
栃

木
市
教
育
委
員
会
赤
間
松
三
氏

の
解
説
を
交
え
展
示
を
見
学
、

「
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
ク
イ
ズ
」
に
も
取
り

組
ん
だ
。S
L
の
見
学
に
加
え
、

雨
の
合
間
を
縫
っ
て
実
現
し
た

最
大
の
楽
し
み
ミ
ニ
S
L
に
乗

車
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
生

き
生
き
と
し
て
い
た
。

　
こ
の
後
の
科
学
体
験
は
、雷

の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
。超
高

電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
西
村
誠
介

教
授
が
語
る「
雷
の
落
ち
る
仕

組
み
」に
全
員
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
た
。ま
た
、清
水
博
幸
助
教

が
あ
や
つ
る
百
五
十
万
ボ
ル
ト

の
高
圧
が
生
む
雷
の
稲
妻
と
大

き
な
音
に
驚
き
の
表
情
が
あ
っ

た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。

弘
充
君
、
も
の
づ
く
り
環
境
学

科
の
金
子
康
信
君
の
2
名
が
入

居
。
自
治
体
の
行
う
画
期
的
な

試
み
と
し
て
、
新
聞
・
テ
レ
ビ

の
取
材
を
受
け
て
い
る
。

　
建
築
学
科
佐
々
木
研
究
室
は

入
居
学
生
の
地
域
貢
献
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
や
地
元
と
の
調
整
を

行
な
っ
て
い
る
。
建
築
学
科
3

年
の
設
計
演
習
ク
ラ
ス
で
は
団

地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
自
治

会
の
協
力
に
よ
り
住
民
ら
を
交

え
た
課
題
の
発
表
会
（
写
真
）

や
、
作
品
の
文
化
祭
へ
の
展
示

を
行
っ
た
。
卒
業
研
究
の
題
材

に
す
る
学
生
な
ど
、
様
々
な
活

動
を
効
果
的
に
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
武
里
団
地
の
活
性
化

に
役
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　
今
後
は
、
学
生
主
催
の
隣
人

祭
り
開
催
を
予
定
し
、
さ
ら
に

近
隣
大
学
と
の
連
携
な
ど
、
持

続
的
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
他
の
住

宅
団
地
同
様
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
弱
体
化
や
孤
独
死
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
市
は
対

策
と
し
て
、
学
生
の
入
居
を
推

進
す
る
「
官
学
連
携
団
地
活
性

化
推
進
事
業
」
を
立
上
げ
た
。

二
人
以
上
の
シ
ェ
ア
居
住
、
地

域
貢
献
活
動
な
ど
を
条
件
に
、

学
生
は
家
賃
と
交
通
費
の
半
額

補
助
が
受
け
ら
れ
る
。

　
10
月
は
じ
め
に
、
市
と
包
括

的
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

本
学
か
ら
、
最
初
の
入
居
者
と

し
て
、
建
築
学
科
3
年
の
藍
場

　
春
日
部
市
の
武
里
団
地
は
周

辺
よ
り
高
齢
化
が
進
み
、
高
度

　2012年度の就職戦線が開始となった。
経団連は、就職活動が学業の妨げになら
ないようにと倫理憲章の見直しを行い、
会社説明会などの採用に関する広報活
動を例年より2カ月遅れの12月開始とし
た。本学ではこれを受け、活動期間が短
縮されること、空前の就職難であること
を考慮し、例年2月から実施していた「学
内合同企業説明会」を12月から実施し
た。11･18日の両日は日曜日にも関わら
ず、68社の参加を得、学部3年生・大学
院1年生の就職希望者のほとんど（728名）
が参加をして盛大のうちに終了した。

第6回ビジネスプランコンテスト
特別講演開催報告

自治会の人々も参加し、現地で課題の発表を行った

第15回スターリングテクノラリー開催
全国から、高校生を中心に145チームが参加

　11月12日（土）、第15回スター
リングテクノラリーが本学で開
催された。全国から計145チーム
が参加し、人間乗車、宙返り耐久
など5クラスに分かれ、自作車両
の性能を競った。また今回、数セ
ンチ角に収まるマイクロスター
リングエンジンを搭載した車両
も参考展示され、注目を集めて
いた。次回から新クラスの競技
として実施される。 左：人間乗車クラス　右：マイクロスターリングエンジン搭載車両

博物館で赤間氏の解説を聞く小学生たち

CADソフトをインストールする学生ボランティア

1300人のSmileがあふれた宮代キャンパス

東
北
の
6
高
校
に
１
０
０
台
以
上
を
送
付

武
里
団
地
に
学
生
が
入
居
し

団
地
の
活
性
化
策
を
提
案

日
本
工
業
大
学
と
栃
木
市
の
連
携
事
業

と
ち
ぎ
市
民
学
舎
発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
ｉ
ｎ
日
本
工
業
大
学

平
成
24
年
度
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験

本
学
で
実
施

提供先 提供数 提供日

釜石商工高校 20台 10月29日設置完了

大船渡東高校 10台 11月５日設置完了

郡山北工業高校 25台 11月26日設置完了

白河実業高校 12台 11月26日設置完了

福島工業高校 20台 12月17日設置完了

小高工業高校 20台 設置日未定
12月20日（火）現在

　第43回若杉祭が11月4日（金）から6日（日）まで
開催された。今年のテーマは、「ｓｍｉｌｅ　ス
マイル」。いつになくシンプルなテーマではある
が、来場者や参加団体が「笑顔」になって、ともに
楽しいひと時を過ごしてほしいという気持ちが

込められている。
　今回も多くの出店やライブ等の企画が盛大に
開催され、最終日の花火を以って大盛況のうち
に幕を閉じた。なお、来場者は3日間で延べ1300
人であった。

　11月4日（金）、本学学友会館大ホールにおいて、第6回ビジネスプランコンテ
ストの表彰式並びに特別講演を行った。
　第1部の表彰式では、応募件数109件（応募者数199名）の中から選んだ各賞
（下表参照）を表彰し、優秀賞を受賞したプランの発表を行った。受賞プランの
内8件は「2011年全国学生キャンパスベンチャーグランプリ」にも応募した。第
2部の特別講演では、「自動車ものつくりシリ―ズ」の6回目として、橋本昌憲氏
（三菱自動車工業EVビジネス本部EV国内推進部）を講師に招き、「電気自動車
が切り拓く『自動車
の次の100年』」と題
した講演を行った。
　当日は学生、企業
関係者をはじめ150
人程の出席者があ
り、プラン発表並び
に講演では来場者
から多くの質問や
意見が出されるな
ど、盛況であった。

審査結果 氏名 プラン名

優秀賞（学長賞） 佐藤竜也
長谷川拓也 車１台の価格でOK！先進エンジン研究パックの事業化

優秀賞（宮代町長賞） 西川博美 私とまちを結ぶ“間（あわい）のベンチ”の提案

優秀賞（産学センター長賞）吉岡慎皆川翼 自宅で出来る手話塾

優秀賞（審査員特別賞） 横山裕香 駅前の空き店舗を利用した飲食店等案内サービス

優秀賞
大川智弘
柴垣寿摩
園部幸人

SUMOUフィットネスクラブ

優秀賞 加古賢一郎
岩崎涼 初対面が親友以上に！コミュニケーション加速サービス

優秀賞 深井康功
渡辺悠樹 廃油から製作した石鹸の販売

優秀賞 永瀬麻貴
田代めぐみ 高齢者の住居一室提供の賃貸サービス

奨励賞受賞者は右のURLからご覧ください。http://www.nit.ac.jp/center/pdf/bpc2011_2nd2.pdf

第43回若杉祭開催報告
　

第43回若杉祭開催報告
11/5にホームカミングデー、11/6に建築設計競技表彰式も開催

就活スタート

被
災
地
に
中
古
パ
ソ
コ
ン
を
無
償
提
供
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

も
の
づ
く
り
環
境
学
科・創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

合
同
講
演
会
を
開
催

担当教員から対象設備の説明を受ける一行

講演者と2学科主任によるパネルディスカッション

皆
さ
ん
の
意
見
・
要
望
が
学
生
生
活
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り

で
す
。
し
か
し
、
学
生
自
治
会
の
存
在
を
知

ら
な
い
学
生
が
多
い
と
い
う
の
も
日
頃
思
い

ま
す
。
学
生
自
治
会
で
は
皆
さ
ん
の
生
活
が

よ
り
快
適
で
、
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通

し
て
行
わ
れ
る
企
画
に
参
加
す
る
こ
と
や
、

大
学
内
の
改
善
点
を
意
見
し
合
う
こ
と
は
自

治
会
の
発
展
に
十
分
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
傍
観
せ
ず
、
自
身
の
意
志
で
行
動

を
起
こ
す
事
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
、
小
さ

い
な
が
ら
何
か
し
ら
の
意
味
を
持
つ
事
に
繋

が
る
と
、
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
申
し

上
げ
る
ま
で
も
無
く
1
年
間
は
長
い
よ
う

で
、
本
当
に
短
い
も
の
で
す
。
こ
の
1
年
間

が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
の
多
い
、
ま
た
と

得
難
い
も
の
に
な
る
よ
う
お
祈
り
致
し
ま

す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
年
を
迎
え
て
、
新
し
い
目
標
を
掲
げ
て

過
ご
し
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

は
中
央
執
行
委
員
会
新
委
員
長
と
し
て
、
よ
り

成
果
の
上
げ
ら
れ
る
1
年
間
に
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
本
学
に
入
学
し
て
3
年
が
経
と
う
と
し

て
い
て
、
月
日
の
流
れ
が
早
い
も
の
で
あ
る
と

た
だ
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
私
は
入
学
当
初
、

大
学
生
活
に
つ
い
て
何
も
考
え
て
い
な
い
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
中
央
執
行

委
員
会
に
所
属
し
た
の
は
大
き
な
分
岐
点
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
中
央
執
行
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、

　
ま
も
な
く
完
成
年
度
を
迎

え
、
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で

が
そ
ろ
う
、
機
械
シ
ス
テ
ム
学

群
の
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
と

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
が
、
第

3
回
目
と
な
る
合
同
講
演
会
を

12
月
10
日
（
土
）
に
L
C
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
。

今
回
は
、
携
帯
電
話
や
デ
ジ

タ
ル
家
電
か
ら
自
動
車
、
産
業

機
械
、
装
置
に
組
み
込
ま
れ
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て

出
て
き
た
放
射
性
物
質
を
含
む

廃
棄
物
の
処
理
処
分
に
関
す
る

話
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ー
カ
ー

の
開
発
部
門
、
国
の
研
究
機
関

の
方
を
招
い
て
講
演
会
が
企
画

さ
れ
た
。

　
講
演
は
、「
組
込
み
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
入
門
」
と
題
し
て
、
ル

ネ
サ
ス
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
株

式
会
社
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
部

チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
舘
伸

幸
氏
と
「
原
発
事
故
と
ご
み
」

と
題
し
て
、
国
立
環
境
研
究
所

廃
棄
物
適
正
処
理
処
分
研
究
室

室
長
の
山
田
正
人
氏
が
行
っ
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
仕

事
の
や
り
が
い
や
大
学
生
に
期

待
す
る
こ
と
な
ど
の
話
も
あ
り
、

さ
ら
に
、
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
に

は
、
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
過
ご
す
2
つ
の
学
科
の

在
学
生
と
、
一
緒
に
参
加
し
た

高
校
生
が
交
流
を
楽
し
ん
で
い

た
。

（
12
月
19
日
付
）

◆
教
務
部
長
　
波
多
野
純
教
授

◆
学
生
支
援
部
長
　
梅
崎
栄
作

教
授

◆
機
械
工
学
科
主
任
　
竹
内
貞

雄
教
授

◆
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
主
任

渡
部
修
一
教
授

【
任
命
】（
11
月
1
日
付
）

◆
入
試
室
長
補
佐
　
齊
藤
望
入

試
室
主
任

【
配
置
換
】（
11
月
1
日
付
）

◆
川
村
真
司
総
務
課
主
任
↓
教

務
課
主
任

◆
大
塚
竹
郎
教
務
課
主
任
↓
総

務
課
主
任

◆
江
原
里
織
経
理
課
員
↓
学
生

支
援
課
員

◆
江
原
慎
一
学
生
支
援
課
員
↓

経
理
課
員

◆
西
村
誠
介
教
授
（
超
高
電
圧

研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先

=

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
10
／
19
〜

10
／
31
）
／
目
的

=

国
際
電
気

標
準
会
第
7
、
第
42
技
術
委
員

会
及
び
関
連
会
議
に
出
席

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先

=

中
国
（
10
／

31
〜
11
／
7
）
／
目
的

=

杭
州

（
衢
州
中
等
専
業
学
校
）
と
武

　
平
成
23
年
度
に
導
入
し
た
教

育
設
備
の
見
学
会
が
、
10
月
4

日
（
火
）
に
学
長
以
下
執
行
部

と
「
学
内
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
P
T
）」
に
よ
り

行
わ
れ
た
。
本
設
備
は
、申
請
・

採
択
型
の
学
内
予
算
で
購
入
さ

れ
た
も
の
で
、
事
務
職
員
で
構

成
さ
れ
た
P
T
が
、
研
修
も
兼

ね
申
請
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
に
関
与
し
た
。
各

研
究
室
で
本
設
備
が
有
効
に
機

能
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、
導

入
の
主
旨
や
意
義
を
あ
ら
た
め

て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

尚
、
今
回
見
学
し
た
設
備
は
左

記
の
通
り
で
あ
る
。

①
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
②
全

有
機
体
炭
素
計
③
高
周
波
プ
ラ

ズ
マ
発
光
分
光
分
析
装
置
④
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
散
蛍
光
X
線
分
析

装
置
⑤
波
長
分
散
型
蛍
光
X
線

装
置
⑥
情
報
工
学
実
験
室
演
習

用
パ
ソ
コ
ン
⑦
介
護
浴
室
シ
ス

テ
ム

人
事
異
動

国
外
出
張

漢
（
武
漢
外
国
語
学
校
、

E
T
C
）
の
協
定
機
関
に
お
け

る
入
学
試
験
の
実
施
と
学
生
募

集
活
動

◆
劉
雯
講
師
（
共
通
教
育
系
）

／
出
張
先

=

同
前
お
よ
び
杭
州

市
政
府
主
催
国
際
交
流
留
学
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演

◆
鈴
木
清
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）
／
出
張
先

=

韓
国

（
11
／
2
〜
11
／
4
）
／
目
的

=

砥
粒
加
工
学
会
D
E
P
T
研

究
会
に
お
け
る
工
場
見
学
会
参

加◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先

=

韓
国

（
11
／
2
〜
11
／
4
）
／
目
的

=

砥
粒
加
工
学
会
D
E
P
T
研

究
会
に
お
け
る
工
場
見
学
会
参

加◆
張
暁
友
准
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先

=

中
国
（
11
／

2
〜
11
／
7
）
／
目
的

=

「
磁

気
浮
上
技
術
お
よ
び
そ
れ
を
特

殊
加
工
へ
の
応
用
」
に
つ
い
て

の
招
待
講
演

◆
渡
部
修
一
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先

=

中

国
（
11
／
4
〜
11
／
7
）
／
目

的

=

5
軸
連
動
精
密
数
控
立
式

プ
レ
ス
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

技
術
指
導

◆
高
瀬
浩
史
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先

=

イ
ス
ラ
エ

ル（
11
／
5
〜
11
／
12
）／
目
的

=

2
0
1
1
年
I
E
E
E
マ
イ

ク
ロ
波
お
よ
び
通
信
に
関
す
る

国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発
表

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先

=

中
国

（
11
／
15
〜
11
／
18
）
／
目
的

=

ア
ジ
ア
精
密
工
学
会
国
際
会

議
で
の
論
文
発
表

◆
野
口
憲
治
助
手（
建
築
学
科
）

／
出
張
先

=

オ
ラ
ン
ダ
（
11
／

22
〜
11
／
29
）
／
目
的
=
ラ
イ

デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
な
ど
の
記

録
の
調
査

◆
小
田
恭
市
教
授
（
専
門
職
大

学
院
）
／
出
張
先

=

イ
タ
リ
ア

（
11
／
26
〜
12
／
3
）
／
目
的

=

イ
タ
リ
ア
の
中
心
企
業
に
お

け
る
「
製
品
化
ス
キ
ル
」
の
検

証
の
た
め

◆
松
田
洋
助
教（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先

=

タ
イ
（
11
／
30
〜

12
／
3
）
／
目
的

=

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
用
い
た
教
育
に
関
す
る

国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発
表

◆
中
里
裕
一
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先

=

台

湾
（
11
／
30
〜
12
／
3
）
／
目

的

=

明
新
科
技
大
学
に
お
け
る

招
待
講
演

◆
岡
崎
昭
仁
助
教
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先

=

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
（
12
／
12
〜
12
／
21
）
／

目
的

=

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
世

界
シ
リ
ー
ズ
参
戦
の
引
率

日
々
の
幸
せ
を

願
っ
て

ぐ
り
と
し
て
関
西
や
四
国
ま

で
参
詣
し
て
い
た
こ
と
が
古

文
書
や
御
札
か
ら
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、

日
々
の
生
活
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
願
い
（
就
職
、
研
究
、
趣

味
、
恋
愛
な
ど
）
を
持
っ
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
参

詣
を
き
っ
か
け
に
願
い
を
成

就
す
る
た
め
の
行
動
を
お
こ

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
成

就
す
る
と
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
す
よ
。
寺
社
へ
の
結
果

報
告
も
お
忘
れ
な
く
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は

初
詣
に
行
き
ま
し
た
か
？

　
昔
の
人
達
は
、
健
康
、
暮

ら
し
の
平
安
、
家
や
村
の
安

全
、
豊
作
な
ど
を
願
い
寺
社

を
参
詣
し
ま
し
た
。
江
戸
時

代
後
期
、
当
時
宮
代
町
内
に

住
ん
で
い
た
人
が
、
西
国
め

▼
「
冬
来
り
な
ば
、

春
遠
か
ら
じ
。」

（
シ
ェ
リ
ー
『
西
風

の
賦
』
よ
り
。）
不

滅
の
名
言
と
言
っ
て

良
い
だ
ろ
う
。
▼
四

季
は
、
自
然
に
の
み
、

あ
る
も
の
で
は
な

い
。
中
国
で
青
春
、
朱
夏
、
白

秋
、
玄
冬
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
人

の
一
生
に
も
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、

一
つ
の
行
為
の
な
か
に
も
存
在

す
る
。
▼
喜
び
の
春
、
汗
だ
く

の
夏
、
物
思
い
の
秋
、
黙
考
の

冬
、
あ
る
い
は
凌
ぎ
の
冬
と
い

う
よ
う
に
流
れ
て
行
く
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
必
ず
巡
り
来
る
。

来
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
得
な

い
。
時
の
経
過
と
と
も
に
待
っ

て
ま
し
た
、
と
ば
か
り
に
や
っ

て
来
る
。
▼
だ
か
ら
こ
そ
、
黙

考
の
冬
は
、
必
ず
喜
び
の
春
に

よ
っ
て
打
ち
消
さ
れ
る
運
命
に

あ
る
。
春
の
来
な
い
冬
は
あ
る

は
ず
が
な
い
の
だ
。
同
様
に
、

朝
の
来
な
い
夜
も
な
い
の
は
自

明
の
理
で
は
な
い
か
。
▼
「
そ

う
、
悲
嘆
に
く
れ
て
ば
か
り
い

な
い
で
、
希
望
を
捨
て
ず
に
、

前
進
を
続
け
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
、
こ
の
言
葉
は
私

た
ち
に
訴
え
か
け
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。
▼
2
0
1
2
年
の

年
頭
に
あ
た
り
、
冒
頭
の
言
を

贈
り
た
い
。皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

今
年
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
、
佳
き
年
で
あ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
止
ま
な
い
。﹇
信
﹈

編 集 後 記

　
11
月
27
日
（
日
）、
4
回
目

を
迎
え
る
通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
が
行
わ
れ
た
。
学
生
環

境
推
進
委
員
会
が
主
催
す
る
こ

の
取
り
組
み
は
、
宮
代
町
内
の

美
化
と
地
域
の
活
性
化
お
よ
び

近
隣
住
民
と
学
生
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
13
時
よ
り
集
合
場

所
の
宮
代
町
ス
キ
ッ
プ
広
場
か

ら
、
4
班
4
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
清
掃
を
開
始
し
た
。
一
般
学

生
15
名
、
学
生
自
治
会
38
名
、

教
職
員
2
名
、
宮
代
町
役
場
15

名
、中
高
生
4
名
の
、計
74
名
が

参
加
し
た
。

　
中
高
生
4
名
と
い
う
の
は
、

M
I
Y
A
S
H
I
R
O
エ
コ
☆

ス
タ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
。
彼
ら

は
小
学
校
時
代
に
キ
ッ
ズ

I
S
O
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
を

経
験
し
、
中
学
校
や
高
校
に
進

学
し
て
か
ら
も
様
々
な
環
境
活

動
に
お
い
て
活
躍
す
る
中
、
今

回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
も

協
力
を
し
て
く
れ
た
。

　
去
る
11
月
19
日
（
土
）
進
修

館
に
て
2
回
目
と
な
る
節
福
祭

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
節
福
祭
と
い
う
の
は
、

本
学
の
学
生
環
境
推
進
委
員
会

が
昨
年
よ
り
宮
代
町
と
合
同
で

始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
「
環
境
推

進
」、「
エ
コ
意
識
の
推
進
」、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
3
つ
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
出
展
者
、
来

場
者
、
そ
し
て
本
学
学
生
が
お

互
い
に
楽
し
く
環
境
と
エ
コ
を

学
べ
る
事
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
名
称
の
節
福
祭
と
は
学
生
環

境
推
進
委
員
会
の
英
語
表
記
で

あ
る
「
S
T
U
D
E
N
T
　

E
N
V
I
R
O
N
M
E
N
T
A
L

　
P
R
O
M
O
T
I
O
N
　

C
O
M
M
I
T
T
E
E
」
の
頭

文
字
「
S
・
E
・
P
・
C
」
よ

り
命
名
さ
れ
た
。

　
今
回
は
生
憎
の
雨
で
は
あ
っ

た
が
、
多
く
の
来
場
者
を
迎
え

本
学
研
究
室
の
展
示
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
等
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催

さ
れ
大
変
盛
況
で
あ
っ
た
。

佐
々
木
大
輔
君
が

ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞

学
内
教
育
設
備
巡
回
実
施
報
告

研
究
室
）
が
9
月
22
日
（
木
）、

精
密
工
学
会
の
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
し

た
。
論
文
題
目
は
「
微
粒
子
高

速
噴
射
に
よ
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜

の
成
膜
に
関
す
る
研
究
」。
エ

　
機
械
工
学
科
博
士
前
期
課
程

2
年
の
佐
々
木
大
輔
君
（
野
口

ン
ジ
ン
部
品
材
で
あ
る
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
合
金
に
常
温
大
気
圧
下

で
高
い
摺
動
性
と
、
耐
久
性
を

も
つ
ア
ル
ミ
ナ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜

の
厚
膜
を
成
膜
す
る
こ
と
に
成

功
。
将
来
的
に
は
、
自
動
車
部

品
の
シ
リ
ン
ダ
ー
や
ピ
ス
ト
ン

へ
こ
の
膜
を
成
膜
し
、
現
行
エ

ン
ジ
ン
の
軽
量
化
、燃
費
向
上
、

潤
滑
油
削
減
な
ど
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。
受
賞
に
際
し
佐
々

木
君
は
「
日
々
の
研
究
の
成
果

が
評
価
さ
れ
て
大
変
嬉
し
い
。

指
導
の
野
口
准
教
授
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
残
り
の
研
究
活
動

の
中
で
、
さ
ら
な
る
成
果
を
得

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
長
就
任
あ
い
さ
つ

大
学
生
と
し
て
、意
味
の
あ
る一年
を
過
ご
し
て
頂
き
た
い

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
3
年
　
高
山
勇
太（
日
本
工
業
大
学
駒
場
高
等
学
校
出
身
）

4コースに分かれ、通学路のゴミを拾う学生たち

宮代町
だより

173号

通
学
路
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施

学
生
と
近
隣
住
民
の
74
名
が
参
加第

２
回
節
福
祭
を
開
催

学
生
環
境
推
進
委
員
会
と
宮
代
町
の
合
同
イ
ベ
ン
ト

第3回

【
任
命
】（
12
月
20
日
付
）

◆
学
長
　
波
多
野
純
教
授

◆
教
務
部
長
　
成
田
健
一
教
授

◆
学
生
支
援
部
長
　
竹
内
貞
雄

教
授

◆
教
育
研
究
推
進
室
長
　
渡
部

修
一
教
授

◆
機
械
工
学
科
主
任
　
村
田
泰

彦
教
授

◆
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
主
任

吉
澤
信
幸
教
授

【
任
用
】（
12
月
20
日
付
）

◆
柳
澤
章
教
授
（
大
学
院
技
術

経
営
研
究
科
）

◆
渡
辺
勝
彦
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）

【
任
命
】（
12
月
20
日
付
）

◆
学
長
特
別
補
佐
　
渡
辺
勝
彦

教
授

【
退
職
】（
12
月
19
日
付
）

◆
柳
澤
章
学
長

◆
渡
辺
勝
彦
副
学
長

【
解
任
】（
10
月
31
日
付
）

◆
入
試
室
課
長
兼
務
　
栗
本
収

教
務
課
長


